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日
本
で
一
番
長
い
川
の

は
「
信
濃
川
」。
だ
が
、
長

野
県
内
で
は
「
千
曲
川
」

と
呼
ば
れ
る
。

　

西
大
滝
ダ
ム
は
千
曲
川

の
左
岸
が
飯
山
市
、
右
岸

が
野
沢
温
泉
村
の
所
に
あ

る
。
ダ
ム
の
高
さ
は
十
四

ｍ
。
こ
の
ダ
ム
か
ら
直
線

距
離
で
二
十
キ
ロ
下
流
に

落
差
百
ｍ
の
信
濃
川
発
電

所
が
あ
る
。
佐
久
間
ダ
ム

に
次
い
で
年
間
発
電
量
の

多
い
発
電
所
だ
。

　

放
射
能
汚
染
や
廃
棄
物

な
ど
の
心
配
の
無
い
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
所
で

あ
る
。
し
か
し
、
発
電
用

に
全
て
の
水
を
取
水
す
る

と
、
ダ
ム
の
下
流
の
栄
村

に
は
水
が
流
れ
な
い
。

　

環
境
も
悪
く
な
り
、

鮭
も
遡
上
で
き
な
い
。

二
〇
〇
一
年
か
ら
、
環
境

を
守
る
為
に
常
時
ダ
ム
か

ら
少
量
放
流
し
て
い
る
。

　

ダ
ム
の
こ
ち
ら
側
に
は

魚
梯
が
あ
り
、
最
近
で
は

鮭
が
遡
上
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
云
う
。

西
大
滝
ダ
ム

長
野
県
飯
山
市･

野
沢
温
泉
村

二
〇
一
四
年
六
月
二
六
日

ぎ
ょ
て
い

ち 

く 

ま 

が 

わ

集団的自衛権の「容認」で殺人事件が増える

　
安
倍
内
閣
は
遂
に｢

集

団
的
自
衛
権
容
認
」
の
閣

議
決
定
を
強
行
。

憲
法
九
条
は

　
憲
法
九
条
に
は
「
戦
争

と
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
又

は
武
力
の
行
使
は
、
国
際

紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と

し
て
は
、
永
久
に
こ
れ
を

放
棄
す
る
」
と
あ
る
。

　
こ
れ
を
無
視
し
て
集
団

的
自
衛
権
を
口
実
に
、
海

外
で
武
力
行
使
し
「
集
団

安
全
保
障
」
で
も
武
力
行

使
す
る
と
い
う
安
倍
内
閣

の
新
解
釈
。
憲
法
を
変
え

る
の
は
国
民
の
権
限
。
内

閣
が
解
釈
で
憲
法
を
変
え

る
の
は
ク
ー
デ
タ
ー
だ
。

　戦
争
に
参
戦
す
る
と
・
・

　
海
外
の
戦
争
に
行
く
と

敵
に
撃
た
れ
る
前
に
撃
た

ね
ば
や
ら
れ
る
。「
テ
ロ

リ
ス
ト
」
と
云
う
が
、
家

族
も
い
る
。
米
軍
の
爆
撃

で
子
供
が
殺
さ
れ
た
人
か

も
知
れ
な
い
。
又
、
銃
の

先
に
い
る
の
は
敵
で
は
無

い
か
も
知
れ
な
い
。
何
も

考
え
ず
、
倫
理
観
に
こ
だ

わ
ら
ず
銃
を
撃
つ
の
だ
。

帰
還
兵
は

　
現
代
日
本
で
は
大
抵
の

人
は
銃
の
撃
ち
方
を
知
ら

な
い
。
戦
争
に
行
け
ば
、

銃
の
撃
ち
方
を
覚
え
、
倫

理
観
に
こ
だ
わ
ら
ず
銃
を

撃
ち
人
を
殺
す
。
そ
し
て

帰
還
。
殺
人
事
件
も
増
え

る
。
米
国
の
よ
う
に
。

　
皆
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？

６月 30 日の国会南門前、右奥の首相官邸に抗議の人の波


